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１.創業支援セミナーについて 

（１）取組みの背景 

さわやか信用金庫では、独自にリサーチ＆コ

ンサルティングを担う子会社の㈱さわやかリ

サーチを立ち上げ、同社で地域の動向分析、外

部との連携支援、職員の研修及び会員向けの広

報誌の作成を実施している。 

同社では金庫から離れたマクロの視点で情

報を収集し、調査・分析を実施したうえで、研

修プログラムの提供をしている。 

 

 

（２）セミナーの概要 

 セミナーでは、㈱さわやかリサーチが事前に

同金庫の会員のうち、直近５年以内に創業した

顧客を対象として実施したアンケート調査を

もとに、同社のリサーチフェローである長山宗

広教授が分析および金庫内部向けセミナーの

講師を担当した。 

 

 さわやか信用金庫の創業支援セミナーについて 
松代 和樹  

ポイント 

 東京都港区に本店を置くさわやか信用金庫は、リサーチ＆コンサルティングを担う子会社、㈱

さわやかリサーチが作成した創業に関する調査報告をもとに、支店長を対象とした創業支援セ

ミナーを開催した。 

 同社では、セミナーの実施に向けて事前に同金庫の創業間もない会員向けにアンケート調査を

実施した。さらにアンケート回答先から抽出した顧客に訪問調査を実施することで現場の声を

集約した。 

 調査内容の分析と分析内容を活用した当金庫内部向けセミナーの講師については、同社のリサ

ーチフェローである長山宗広教授に依頼した。 

 事務局は、さわやか信用金庫と㈱さわやかリサーチが共催で務めた。 

（図表１）セミナーの概要          （図表２）長山教授経歴抜粋 

日程：2019 年７月 19 日（金） 駒澤大学 経済学部教授 博士（経営学） 

会場：さわやか信用金庫目黒支店 3階 現代応用経済学科ラボラトリ副所長 

      コンベンションルーム 「地域経済論」「ベンチャー／起業論」担当 

対象：営業店支店長  経歴 

人数：55人 ・信金中金総合研究所・中小企業総合研究機構 

（スケジュール） ・駒澤大学教員 

14:30 開講挨拶（堀口会長）  

14:45 
地域経済論と日本のベンチャービ

ジネス 

著書 

・日本的スピンオフ・ベンチャー創出論 

15：50 創業に関する実態調査分析 「新しい産業集積と実践コミュニティを事例 

16:45 質疑応答  とする実証研究」（同友館，2012 年） 

(備考)さわやか信用金庫資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

注１.同金庫 2019 年３月末の概要は次のとおり。本店所在地：東京都港区、預金量：１兆 4,669 億円 

   貸出金量：8,159 億円、店舗数：66 店舗、常勤役職員数：1,139 人 

注２．同社は平成 28 年１月にさわやか信用金庫 100％出資で設立(http://www.sawayaka-shinkin.co.jp/research/) 
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 セミナーの内容は、前半と後半の二部構成で

実施した。前半は教授の研究テーマを中心とし、

後半は同社が実施した創業調査の内容を分析

した内容を扱った。 

 

（３）セミナーの運営について 

 セミナーは、金庫と子会社による共催で実施

し、講師や講演場所の手配・調整などの企画立

案については、同金庫が担当した。調査の方法、

内容については同社が担当した。 

 受講者は、営業店の支店長を対象とし、実務

的な内容よりも同金庫が抱える問題等の広い

視野を養うことを目標とした研修とした。 

 

２．セミナーの構成について 

（１）前半 

 前半は長山教授の研究分野である「地域経済

論と日本のベンチャービジネス」について、ア

メリカのシリコンバレーを代表とする国内外

の産業集積から発展したベンチャー企業の歴

史について説明した。 

 さらに、教授が駒沢大学の講義で実際に行っ

ている創業支援の取組事例をふまえた内容も

含んでいた。 

 

（２）後半 

 後半は同社が調査ならびに分析を実施した

「創業に関する実態調査」の内容について、同

金庫の営業基盤における創業動向や創業後の

企業発展の傾向などの観点に分けて分析した。 

 

３．参加者の評価等について 

実際の調査・分析をもとにしたセミナー内容

だったため、参加者も関心を持って受講するこ

とができた。 

参加者からは貴重な経験ができたなど好評

価を得た。（実際の参加者の意見については右

に記載。） 

同社では、セミナーを通じて職員が広い視野

を持って欲しいと考えている。 

日々の業務のなかで、目の前の仕事から離れ

た視点で地域を俯瞰する機会の少ない職員に

対して、マクロの広い視点を持ちつつ、同金庫

のエリアに絞った情報を提供することで、問題

意識を持ってセミナーに参加できる取組みを

続けていきたいと考えている。 

 今後も参加者の意見を反映しつつ、同金庫の

ブランド力の向上に向けた施策を企画してい

く予定である。 

 直近では、今回のセミナー内容を若手職員向

けの実務的な内容にアレンジして開催してい

く予定である。 

                 以 上 

（図表３） 創業支援セミナー 

 

（備考）図表２～３まで  

    ㈱さわやかリサーチより提供 

 

〈参加者の意見等〉 

 
 創業支援を行うにあたって、日本の創業支

援の課題といった広い視点で捉える機会
がなかったので、今回の研修は良い機会で
あった。 
 

 信用金庫という営業エリアの限られてい
る中でも定量的に見ると顧客の傾向が異
なり、エリア別の支援策の必要性を感じ
た。支店内での OJT でも今回のセミナーを
ふまえて実施していきたい。 
 

 担当している支店では、業種を問わず創業
案件が多くあり、事業計画の策定等の難し
さを日々感じている。事前の情報収集の重
要さを感じている。情報収集は幅広く実施
していきたい。 
 

 課題意識を持って研修に取り組むことが
できた。 
 

 外部講師の活用と当金庫の会員向け調査
分析の２つが合わさることで、セミナー後
の問題意識を強く感じることができるセ
ミナーであった。 


